
第３回    進 路 説 明 会

 令和７年９月８日(月)　
春日井市立西部中学校

令和７年度 緑学年

本日はお忙しい中 誠にありがとうございます。
進路説明会は 14:45 に開会予定です。

お時間まで 要項 をご覧になってお待ちください。 



　  
9/24-25　　　  第３回テスト
9/30-10/2　　 ２学期個人懇談会①
中旬　　　　　　公立推薦説明会（生徒向け）
10/31-11/11　 第４回進路希望調査
　　　　　　　　➤推薦希望の申告
11/14-18　　　第４回テスト
12/9-15　　　  ２学期個人懇談会②
　　　　　　　　➤推薦審議の結果通知

　    ２学期の進路予定（ p1 ）



　   ３学期　入試の流れ（ p2 ）
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入試について（ p3-5 ）



国立高校



　  

入試日程が私立よりも前
国立高校は「第１希望」での受験が条件
➤合格した場合は「入学確約書」を提出
受検に条件がある場合あり
➤募集要項等で確認

　    国立（豊田高専、名大附、愛教大附）



私立・専修



　  

募集定員の 50～80％が推薦入試
入試内容は「面接」及び「学力検査」
スポーツ推薦あり（10月以降）

➤家庭と高校との間に必ず中学校が入る
➤打診があれば中学校から家庭に連絡
不合格だった場合は一般入試に切り替え

　    私立・専修　　推薦入試



　  

第１希望の学校（合格した場合は入学）
人物優秀、生活態度が他の模範
志望校志望学科の教育課程を履修する学力
中学校長の推薦（進路指導委員会で審議）

　    私立推薦入試　受験の条件



　  

高校が求める条件を満たした人が対象
一部の学校のみ実施
進路指導委員会での審議は不要
推薦入試との併願は不可
不合格だった場合は一般入試に切り替え

　    私立・専修　　特色入試　    



　  

第１希望の学校（合格した場合は入学）
高校が求める条件を満たす

　    私立特色入試　受験の条件　    



　  

日程が異なる３校の受験が可能【資料①】
一部の学校で「転科合格」あり
➤募集要項や出願時に必ず確認
公立高校と併願する場合
合格後「入学一時金（前納金）」を納入
➤納入しない場合は合格が取り消し

　    私立・専修　　一般入試



公立



　  

募集定員の 10～15％が推薦選抜
（専門学科は 30～45％）
入試内容は「面接」（一部学校では特別検査）

➤学力検査なし
不合格だった場合は一般入試に切り替え

　    公立　　推薦入試　    



　  
第１希望の学校（合格した場合は入学）
人物優秀、生活態度が他の模範
志望校志望学科の教育課程を履修する学力
中学校長の推薦（進路指導委員会で審議）
志望意志が強く、動機・理由が明白・適切
➤自己推薦書を提出
高校が求める推薦基準を満たす【資料③⑤】

　    公立推薦入試　受験の条件



　  

「人物が優れており」
「本校の教育課程を履修する学力を有する」
を満たした上で次のア〜エのいずれかに該当
ア　資格・表彰・実績
イ　恵まれない環境
ウ　学力
エ　専門分野への興味関心

　　公立高校　推薦選抜　推薦基準　    

具体的な内容は
各高校の推薦要項参照
（秋頃にHPに掲載）



　  

将来の進路目標やその学校や学科で学ぼう
とする意欲、学科やコースに関連する分野
での能力や実績などを重視した入試

　    公立　　特色入試    



　  
一部の学校のみ実施
募集定員の 20％程度まで
入試内容は「面接」＋「作文」「特別検査」
　「基礎学力検査」「プレゼンテーション」
進路指導委員会での審議は不要
推薦入試との併願は不可
不合格だった場合は一般入試に切り替え

　    公立　　特色入試    



　  

第１希望の学校（合格した場合は入学）
高校が示す出願資格を満たす【資料④】
➤各高校の特色選抜実施要項参照

　    公立特色入試　受験の条件　    



　  

最大で２校の受検が可能【資料①】
➤「群」及び「グループ」の組み合わせ
学力検査（22 点×５教科＝110 点満点）
一部の学校では面接が実施
受検辞退や合格辞退がないように
進路について話し合いを重ねること

　    公立　　一般入試【全日制】　    



　  
【定時制課程】
　入試内容は面接＋（作文、基礎学力検査）
　全日制課程の「推薦選抜」「特色選抜」
　　　　　　　「一般選抜」との併願は不可
【通信制課程】
　調査書情報で合格者が決定（一部、面接や作文）
　全日制課程の「推薦選抜」「特色選抜」
　　　　　　　「定時制課程」との併願は不可

　    公立　　一般入試【全日制以外】　   　    



その他



　  

多様な入試日程（秋〜）
➤「公立高校」「私立高校」「専修学校」　　
と入試日程が異なれば併願可能
入試内容は面接や作文が中心
受験を希望する場合は、
出願前に必ず担任まで相談を。

　    私立通信制高校（旭陵と刈谷東以外の通信制）



　  

愛知県以外の高校を受験する場合は、
各都道府県の手順に則った手続きが必要。
受験を希望する場合は、
できるだけ早めに担任まで相談を。

　    県外の高校



　  

高等技術専門校
➤愛知県立名古屋高等技術専門校
企業併設の高等学校
➤トヨタ工業学園高等部
➤デンソー工業学園工業高校課程
就職関係を希望する場合は、
できるだけ早めに担任まで相談を。

　　就職関係　    



手続きについて（ p6 ）



　  

基本的に出願は「Web 出願」
Web 出願時にメールアドレスが必要
※フィルタリング等の設定注意
※生徒・保護者どちらも確認できるアドレス
※高校入学後までアドレスの変更はしない

　　出願　    



　  

出願情報の入力は各家庭で Web 入力
➤学校で入力内容の確認を行った後に出願
※出願時期に別途案内
必ず学校の指示したタイミングで手続きを
➤志願者登録、受験料の振込等
※各家庭の判断で手続きを進めない

　　出願　    



　  

国立、私立（専修）に合格した場合
合格後に「入学金」を納入
➤期日までに納入しない場合は
　「合格が取り消し」

　　合格後　   国立・私立(専修) が第１希望



　  

私立（専修）に合格した場合
合格後に「入学金の一部」を納入
➤期日までに納入しない場合は
　「合格が取り消し」
複数の学校に合格した場合、
最も希望順位の高い学校に納入

　　合格後　   公立が第１希望    



　  

公立高校に合格することができず、
私立（専修）に進学することを決めた場合
「入学金の残り（後納金）」を納入
➤期日までに納入しない場合は
　「合格が取り消し」
「後納金」の納入期限に注意
➤「公立一般の結果発表の翌日」が多い

　　合格後　   公立が第１希望



　  

第二次選抜の出願資格
「令和８年度入学者選抜において、愛知県　
の国公私立のいずれかの高校を受検し、　
いずれの高校にも合格しなかった者」
➤いずれかの高校に合格したが、それを
　辞退した（一時金を振り込まなかった）　
場合は 第二次選抜の受検資格なし

　　第二次選抜（公立高校）　    



　  

合格者が募集人員に満たない高校・学科
において実施
➤公立一般の結果発表後に募集案内

　　第二次選抜（公立高校）　    

担任と連絡をとりながら手続きを進める



　  

期日に余裕をもって進める
➤期日を過ぎたらいかなる事情があっても
　手続きを進められなくなります
学校の指示（タイミング）で進める
➤不備があっても修正ができなくなります

　　出願や合格後の手続きについて【確認】　    



　  受験にむけて

これまで以上に家族で話をすること
（家族の応援が大きな力になる）

粘り強く勉強をすること
（すぐに結果は出てくれないけど諦めない）

未来を考えること
（ちょっと先を見据えて計画的に）



　  直近の進路関係の動き

9/1-11　第３回進路希望調査 
➤現在回収＆確認中
➤進路相談
9/24-25　第３回テスト
9/30-10/2　２学期個人懇談会①
➤追加で希望する場合は担任まで



本日は誠にありがとうございました。
今回の説明会では９月時点の情報をお伝えしました。
今後変更等があれば通信で情報を発信していきます。

後悔のない進路選択ができるように、
たくさん進路の話をしてくださいね😊

心配事があれば早めに担任までご相談ください！

進 路 説 明 会
令和７年度 緑学年


